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の技術を取り入れた Biomaterials Informatics (BI)的なアプローチを用いた検証を行い、新規のバイ
オマテリアル設計法の提案に取り組んでいる。 








 第 3 章では、核酸分子をリガンドとして用いることで、物理化学的リガンドとしての利用可能性を検証し












































 平成 30 年 2 月 9 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
